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NTT東日本　ネットワーク事業推進本部
サービス運営部　技術協力センタ　EMC技術担当

無線LANトラブル事例の紹介

技術基礎講座

１．はじめに
　無線LAN機能を搭載したモバイ
ル端末の普及に伴い、屋内だけでな
く屋外にも無線LANのアクセスポ
イント（以下、AP）が設置され、
さまざまな場所でのインターネット
接続環境が整備されています。
　NTT東日本でも第５世代ホーム
ゲートウェイを最新のIEEE802.11 ac
規格に対応させ、ギガビットクラス
での通信が可能となるフレッツ光
サービスの提供を開始するなど無線
LANを活用した通信サービスを拡
充しています。また集合住宅向けの
Wi‒Fiアクセスや、法人用のWi‒Fi
アクセスサービスなどさまざまな形
態のサービスが普及しつつあります。
　このように無線LANを活用した
インターネットへの接続環境が整備
される一方、受信強度不足や電波干
渉、通信プロトコル等に起因する故
障が発生しており、故障発生時の早
期回復やサービス
品質の向上が急務
となっております。
　本稿では、技術
協力センタにて対
応した最近の無線
LANトラブル事例
について紹介しま
す。

２�．事例①　集合住宅向けWi‒Fi
アクセスにおける通信異常

2-1．概要および申告
　集合住宅向けWi‒Fiアクセスは、
４～12戸の集合住宅を対象とした
無線LANによるインターネット接
続サービスです。屋外に設置した共
用のAPから送出される電波により、
各部屋で無線LANに接続しますが、
室内からAPに接続できないと申告
を受け、調査を実施しました。
2-2．調査結果および故障原因
　無線LAN電波の受信強度不足が
考えられたためアンテナの設置状態
を確認したところ、図１に示すよう
に１Ｆと２Ｆの中間の高さに設置さ
れている場合や、天井に密着して設
置されている場合などがあり、室内
に十分な強さの電波が届いていない
ことが推定されました。無線LAN
テスタ［１］（技術協力センタ開発品、
平成28年度　NTT東日本社長表彰

受賞）を用いて測定した室内の受信
強度分布を図２に示します。お客様
が無線LANを使用する居間で受信
強度は－76dBmであり、受信強度が
不足していることがわかりました。
　また、無線LANのチャネルが干
渉していることが考えられたため、
チャネル干渉・妨害波の測定を無線
LANテスタで実施したところ、図３
に示すように９チャネルと11チャ
ネルが干渉していることが分かりま
した。
　以上の調査結果より、アンテナの
設置形態が不適切で室内における受
信強度が不足していたこと、および
APへのチャネル割り当てが不適切で
無線LAN電波の干渉が発生してい
たことが故障原因と推定されます。

図２　受信強度分布図（アンテナ移設前）
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図１　アンテナ設置形態（不適切な例）
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2-3．対策
　電波は、窓の方が壁よりも透過し
やすい性質をもっていることから、
玄関側よりもベランダ側にアンテナ
を設置した方が室内に電波が入りや
すくなります。また集合住宅向け
Wi‒Fiアクセスで使用されているモ
ノポールアンテナの電波放射方向
は、図４に示すように設置方向と垂
直でドーナツ状に強く放射されま
す。したがって、電波を効率的に室
内に放射するにはアンテナを縦向き
に、高さを窓枠の中心に合わせるこ
とが重要となります。さらに、アン
テナを壁から離して設置することで
図５に示すように室内への見通しが
確保され、効率的に電波が室内へ放

射されます。以上より、アンテナの
最適な設置形態のイメージは図６に
示すようになります。アンテナを縦
向きに、高さを窓の中心に合わせ、
壁から離して設置します。図７に、
アンテナの設置形態変更後の室内の
受信強度分布を示します。居間での
受信強度が－61dBmとなり、移設前
と比較して15dB改善することがわ
かりました。
　また、無線LANのチャネルを図
８に示すように１、６、11チャネ
ルとすることで干渉の発生を防ぐこ
とができます。

３�．事例②　法人用Wi‒Fiアクセ
スサービスにおける通信異常

3-1．概要および申告
　法人用Wi‒Fiアクセスは、企業の
お客様向けの無線LANによるイン
ターネット接続サービスです。AP
をお客様にデリバリーし、お客様が
APを屋内に設置する形態を取って
います。図９に示すようにお客様の
オフィスには、APが４台（各部屋

に１台ずつ）設置され、APはルー
タやONU、PBX等と接続され、AP
と通信するスマートフォンは90台
導入されていました。お客様から
時々通話途切れが発生するとの申告
を受け、調査を実施しました。
3-2．調査結果および故障原因
　通話途切れが発生している部屋に
おいて、スペクトラムアナライザを
使用し、2.4GHz帯および５GHz帯
それぞれの電波環境を測定しまし
た。図10に測定結果を示します。
Wi‒Fi信号以外の妨害波や干渉波は
認められませんでした。
　次に、通話途切れが発生している
部屋において、AirMagnet（市販の
無線LAN解析ツール）を使用し、
無線区間のプロトコルを測定しまし
た。図11に測定結果を示します。
通話途切れ発生時（スマートフォン
端末Ａを使用）は、APからdata送
信後、端末からBlock Ack（データ
受信確認応答）が返信されないた
め、APからBlock Ack Requestが再
送されていることが確認できまし

図４　アンテナの放射イメージ
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図５　2.4GHz帯のアンテナ放射特性
（シミュレーション：上から見た図）
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図６　アンテナの最適な設置形態
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図７　受信強度分布図（アンテナ移設後）
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た。切り分けのため、スマートフォ
ン端末Ｂを使用すると、data　→　
Block Ack → data …の順で正常に
通信できることがわかりました。
　以上より、通話途切れの発生原因
はスマートフォン端末Ａの使用時に
APからのdataパケットの送信に対
し、本来送信されるべきBlock Ack
や通話データが欠落していることに
よるものと推定されます。
3-3．対策
　詳しく調べてみると、故障が発生
したスマートフォン端末Ａは本シス
テムの動作保証対象外であったた
め、正常動作が保証されているス
マートフォン端末に交換することを
お客様に提案しました。

４�．事例③　無線LAN機能付ホー
ムゲートウェイ（HGW）利用
時の通信異常

4-1．概要および申告
　無線LAN機能付HGWとタブレッ
ト端末をご使用のお客様よりアプリ
ケーションのダウンロード開始から
２～３秒で停止してしまうとの申告
を受け、調査を実施しました。
4-2．調査結果および故障原因
　お客様宅内にて、無線LANテス
タを用いて受信強度・チャネル干渉・
妨害波の測定を実施しましたが、故
障発生時に電波の減衰、チャネル干
渉、妨害波は認められませんでし
た。
　次に、無線LAN機能付HGWとタ
ブレット端末間（無線区間）のプロ
トコルを測定しました。図12に示
すように、正常時は、RTS（デー

タ送信要求）→ CTS（データ送信
要求応答）→ data → Ack（データ
受信確認応答）→ data…の順で正
常にダウンロードが完了しました
が、故障発生時はAPからRTSの再
送が繰り返され、端末からAPへ
CTSが返らないことが確認できま
した。
　上記のプロトコル測定結果より端
末からAPへCTSが返らないことに
より、APからRTSの再送が繰り返
され無線LAN機能付HGWからの
データ送信が停止し、ダウンロード
が止まってしまうものと推定されま
す。
4-3．対策
　お客様のタブレット端末のOSの
バージョンを確認すると古いバー
ジョンであったため、最新に変更し
たところ正常に動作することが確認
でき、お客様に納得していただきま
した。

５．おわりに
　本稿では、技術協力センタにて対
応した最近の無線LANトラブル事
例について紹介しました。さまざま
な無線LAN関連サービスの普及と
ともに、故障原因も多様化しており
ます。技術協力センタEMC技術担
当では、今後も無線LAN関連の故
障の迅速な解決と、通信サービスの
円滑な提供に貢献するため、技術協
力、技術開発および技術セミナによ
る技術普及活動に積極的に取り組ん
でいきます。
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図10　電波環境測定結果
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図11　プロトコル測定結果（事例②）

正常時（スマートフォン B） 故障発生時（スマートフォン A）

Block Ack Request

data

Block Ack

AP 端末

data

Block Ack

data

Block Ack

data

AP 端末

Block Ack Request

Block Ack Request

Block Ack Request

図12　プロトコル測定結果（事例③）
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